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秋
・
冬
季
合
同
地
区
別
単
組
代
表
者
会
議
開
催
報
告

　

（
東
北
・
九
州
１１
月
８
日
、
関
東
甲
信
越
１１
月
８
日
、

近
畿
・
中
四
国
１１
月
９
日
、
北
海
道
・
中
部
１１
月
１５
日
）

３３

論
壇
「
火
星
に
お
け
る
生
命
探
査
と
初
期
地
球
研
究

　
　
　
　

の
深
い
つ
な
が
り
」
杉
谷

健
一
郎

　
　
　
　

名
古
屋
大
学
大
学
院
環
境
学
研
究
科
教
授　

４４

単
組
か
ら
の
レ
ポ
ー
ト

・
福
島
大
学

  

「
教
職
員
の
つ
な
ぎ
目
と
し
て
」

・
佐
賀
大
学

  

「
委
員
長
就
任
の
ご
挨
拶
」

　

大
学
運
営
の
基
盤
を
支
え
る

運
営
費
交
付
金
は
、
法
人
化
以

降
、
約
１
，
６
０
０
億
円
、
10

％
以
上
減
少
し
て
い
ま
す
。
一

方
で
、
教
育
研
究
の
高
度
化
・

多
様
化
へ
の
対
応
や
社
会
保
険

料
等
の
義
務
的
経
費
の
増
加
に

よ
り
必
要
経
費
は
年
々
増
加
し

て
い
ま
す
。
加
え
て
、
こ
の
間

の
人
件
費
増
や
物
価
高
騰
が
大

学
の
財
務
状
況
を
圧
迫
し
て
い

ま
す
。

　

各
大
学
で
は
競
争
的
経
費
の

獲
得
に
努
力
し
て
い
る
も
の
の
、

そ
れ
ら
は
時
限
・
使
途
限
定
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
大
学
運
営
の

基
盤
を
支
え
る
運
営
費
交
付
金

の
不
足
を
カ
バ
ー
す
る
に
は
難

し
い
面
が
あ
り
ま
す
。

　

研
究
費
が
年
間
数
万
円
ほ
ど

し
か
な
い
、
退
職
者
の
後
任
が

補
充
で
き
な
い
、
任
期
付
き
教

職
員
の
増
加
等
、
教
育
研
究
の

充
実
は
お
ろ
か
、
そ
の
維
持
す

ら
困
難
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

特
に
、
こ
の
間
の
人
件
費
増

と
物
価
高
騰
へ
の
対
応
は
喫
緊

の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
昨

年
の
人
事
院
勧
告
へ
の
対
応
で

は
約
30
の
国
立
大
学
で
人
事
院

勧
告
に
準
拠
し
た
賃
上
げ
が
で

き
ず
、
ま
た
、
物
価
高
騰
の
影

響
で
教
育
研
究
に
必
要
な
設
備

の
更
新
を
見
送
る
、
文
献
や
研

究
資
材
の
購
入
が
で
き
な
い
と

い
っ
た
状
況
が
生
じ
て
い
ま
す
。

　

国
立
大
学
病
院
は
、
医
療
の

高
度
化
や
物
価
高
騰
に
伴
う
経

費
の
増
加
、
働
き
方
改
革
や
人

事
院
勧
告
へ
の
対
応
に
伴
う
人

件
費
の
増
加
等
に
よ
り
、
大
変

厳
し
い
経
営
状
況
と
な
っ
て
い

ま
す
。
国
立
大
学
病
院
は
、
地

域
医
療
を
守
る
と
同
時
に
、
教

育
研
究
の
実
施
に
よ
っ
て
医
療

の
発
展
や
医
療
人
材
の
育
成
と

い
っ
た
重
要
な
機
能
の
維
持
が

困
難
な
状
況
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、

補
正
予
算
に
よ
る
緊
急
の
対

応
、
運
営
費
交
付
金
・
施
設
整

備
費
補
助
金
の
増
額
、
診
療
報

酬
で
の
対
応
等
を
要
望
し
ま
し

た
。　
　
（
書
記
長　

永
井
信
）

　

２
０
２
５
年
11
月
12
日
、
衆

議
院
議
員
会
館
に
お
い
て
「
医

療
・
介
護
現
場
の
人
材
不
足
を

解
消
し
、安
全
・
安
心
な
医
療
・

介
護
環
境
を
実
現
す
る
た
め
、

夜
勤
規
制
・
大
幅
増
員
・
処
遇

改
善
を
求
め
る
」
意
思
統
一
集

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

主
催
者
を
代
表
し
て
医
労
連

の
佐
々
木
委
員
長
は
「
医
療
従

事
者
の
負
担
が
増
す
一
方
で
賃

金
改
善
が
進
ま
ず
こ
の
ま
ま
で

は
人
材
流
出
が
進
み
、
医
療
提

供
体
制
の
維
持
が
困
難
に
な

る
」
と
指
摘
し
「
人
員
の
大
幅

増
加
と
賃
上
げ
の
実
現
」
が
急

務
で
あ
る
と
訴
え
ま
し
た
。

　

全
大
教
か
ら
は
、
多
く
の
大

学
病
院
が
赤
字
運
営
に
よ
り
施

設
や
設
備
の
老
朽
化
が
進
み
、

診
療
だ
け
で
な
く
教
育
・
研
究

に
も
支
障
が
出
て
い
る
実
態
を

報
告
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
自

治
労
連
や
医
労
連
の
現
場
か
ら

も
切
迫
し
た
医
療
情
勢
へ
の
危

機
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
15
人
も
の
国
会
議
員

が
駆
け
つ
け
政
府
へ
の
要
請
に

向
け
た
ご
協
力
、
応
援
を
い
た

だ
き
、
集
会
後
は
全
国
か
ら
集

ま
っ
た
医
療
従
事
者
が
国
会
議

員
に
対
し
現
状
を
訴
え
人
材
不

足
の
解
消
と
処
遇
改
善
へ
の
支

援
を
強
く
求
め
ま
し
た
。

　

意
思
統
一
集
会
後
に
国
会
議

員
要
請
と
並
行
し
て
厚
生
労
働

省
へ
の
要
請
を
行
い
ま
し
た
。

今
回
の
要
請
で
は
、「
夜
勤
規

制
・
大
幅
な
人
員
増
・
処
遇
改

善
」
に
加
え
「
診
療
・
介
護
報
酬

を
10
％
増
と
す
る
緊
急
改
定
を

求
め
る
オ
ン
ラ
イ
ン
署
名（
約
４

万
４
９
０
人
分
）」を
伊
原
和
人

事
務
次
官
に
提
出
し
ま
し
た
。

　

厚
生
労
働
省
と
し
て
、
現
在

の
医
療
従
事
者
の
労
働
環
境
が

過
酷
で
あ
り
、
長
時
間
労
働
や

夜
勤
、
過
重
労
働
の
常
態
化
に

よ
り
現
場
が
疲
弊
し
て
い
る
状

況
を
認
識
し
て
い
る
と
の
こ
と

で
し
た
。
人
手
不
足
や
施
設
基

準
、
働
き
方
改
革
の
影
響
に
対

し
て
対
応
を
検
討
し
て
い
る
も

の
の
対
策
に
は
予
算
が
必
要
で

あ
り
、
財
政
状
況
も
勘
案
し
つ

つ
医
療
現
場
の
改
善
を
図
る
考

え
を
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

大
学
病
院
に
お
け
る
診
療
・
教

育
・
研
究
へ
の
影
響
を
最
小
限

に
抑
え
る
た
め
、
施
設
・
設
備

の
更
新
も
含
め
た
対
策
を
検
討

す
る
必
要
性
を
認
識
し
て
い
る

と
の
こ
と
で
し
た
。
来
年
度
の

診
療
報
酬
改
定
を
控
え
、「
改
定

を
待
た
ず
、
可
能
な
限
り
早
く

対
応
を
進
め
た
い
」
と
の
見
解

を
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

医
療
従
事
者
だ
け
で
な
く
、

大
学
職
員
も
安
心
・
安
全
に
働

き
続
け
ら
れ
る
環
境
と
な
る
よ

う
強
く
望
み
ま
す
。

　

国
会
議
員
と
厚
労
省
へ
の
要

請
の
後
、
11
月
13
日
に
国
会
議

員
会
館
で
記
者
会
見
を
行
い
ま

し
た
。

（
病
院
協
議
会
議
長  

長
谷
川
信
）

国会議員要請での様子

伊原和人厚生労働事務次官（写真中央）


